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Cyclist Licence / ZAPPING / Tourism Maintenance 

THT Japan 準備員会 ＆ 「サイクル県やまぐち Project」 ＋ 「サイクリングフィールド山口」 ＝ 「ＣＫＹプロジェクトセブン」 
 

01 Think Cycling／自転車走行環境整備タスクフォース 00 

サイクリングネットワークの再構築 
【ジャパン・サイクリング・プロジェクト】 

「サイクリング・フォア・オール」を楽しむた

めの自転車走行環境整備やサイクリング

の種類＆標準化を考える！ 

希望的展開案（2018/05/22） 
 

自転車市民権獲得ルートの提案と最終目標 
 

獲得ルート：三種のツーリングコンペティション 
 

最終目標：国際ＭＴＢラリーレイドの定期開催 

（またはＵＣＩゴールデンカップの実現） 

02 What's Cycling／自転車遊び実証実験 at 山口 00 

「外堀・内堀・多様性」に向き合う理由 
【サイクル県やまぐち・プロジェクトセブン】 

地域貢献型マルチサイクリングクラブの

先行実現に向け、避けて通れないサイク

リングの法的根拠とは？ （※文末参照） 
 

03 【街道】 00 

 
 

自転車市民権獲得のために 

その１ 
 

日本の実情を認識しよう！ 
 

個人または任意のグループで道路

の自由使用の範囲で楽しむのが

「日本的サイクリング」。マナー、イ

ンフラ、人材育成、活動時間など、

第一次サイクリングブームからの忘

れ物としての「多様性問題」。その

結果、ブームが繰り返され、スポー

ツサイクリングが未成熟。 

 

⇒公的組織の認定する「ナショナ

ルブルべ」を具体化できれば、それ

らの問題の大半を解決可能！ 

＊04 100km ブルベ山口スペシャルデイ   05 山口ブルベ／里の駅 

100km ブルベ山口スペシャルデイ 

 

山口ブルベ／里の駅 

 

 

 

now printing 

自転車協会の震災復興支援企画「サイクルエ

イドジャパン」とのコラボ企画「１００ｋｍブルべ

山口・スペシャルデイ」は、セルフ出走をサポ

ートする斬新奇抜なもの。 

一方、サイクル県やまぐちで設置を進めてい

る「サイクルエイド（ラック＆工具）」は、その有

効利用に課題を残す。 

イベントサイクリングでもなく、ガイド付きツーリ

ングでもない、県レベルで仕掛ける新たなサイ

クリングスタイルを模索する。 
＊ 

＊06 ナショナルブルベ／都道府県   07 さんいん 1300 

「ブルべ」は「認定」という意味のフランス語で、

規定の距離を規定の速度（時間）で走破した

サイクリストの実力認定システムの総称。ヨーロ

ッパを中心に様々な距離や出走スタイルで楽

しまれており、４年に１度のパリ・ブレスト・パリ１

２００ｋｍが有名。さんいん１３００はそのオマー

ジュ。但し、日本では公式認定は行われてお

らず、「ナショナルブルべ１００ｋｍ」のコースを

全国に５００コース設け、自転車遊びの機会均

等として拡げたい。 

ナショナルブルベ／都道府県 

 

 

 

now printing 

さんいん 1300 
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08 【山道】 00 

 
 

自転車市民権獲得のために 

その２ 
 

山道走行問題に全てが在る！ 
 

その前後で遊び方が変わったと言

われるＭＴＢブーム。しかし無知で

あったり、見落としがあったりと、ロ

ードレーサーとＭＴＢが同等に楽し

まれている世界の潮流から取り残さ

れている。 

 

⇒山道利用の交渉には熱意と時間

が必要。そのためには全関係者の

ベクトルを揃える必要がある。 

＊09 やましろＭＴＢツアーズ   10 シークレット＆カスタム   11 スターリッジトレイル 

やましろＭＴＢツアーズ 

 

シークレット＆カスタム 

 

スターリッジトレイル 

 

やましろエリアの山道

は凄い！ 

特に山上集落を結ぶ

地図にも無い山道が

縦横に在る！ 

津和野街道、周防北

街道、山代街道をつな

いだ約４０ｋｍの「スタ

ーリッジトレイル」の完

成を急ぎたい！ 
＊ 

＊12 マイティデューロ   13 Think MTB／ワークショップ 

世界的にはＭＴＢ人気は全く衰えていないも

のの、国内の山道走行はいつも訳ありで、ま

ず自由使用は無理であり、限定使用も困難

な状況。 

ＭＴＢの山道走行問題の解決が、自転車市

民権獲得の裏テーマであり、レースとツーリン

グを組み合わせたクローズド＆オープンの考

えのもとワークショップも併催するイベントを仕

掛け、国内の関係者や国外のメーカーを問

わず「日本のＭＴＢ」の未来を考えましょう！ 

マイティデューロ 

 

Think MTB／ワークショップ 
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